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インターバンクの声 （2016年 4 月 15 日） 
 

まだ一日残っているが、今週ここまでの為替市場では主要通貨が結構大きく動いた。

週初、１．１４ドル台で動き始めたユーロは１．１４６５ドルの高値を付けた後、昨日の

アジア時間の終盤に１．１２ドル台前半まで下げてきている。１．１５ドルを上抜ければ

大きく上伸するとの期待が強過ぎたのか、ユーロ圏の指標悪化や原油価格の上昇

がドル買いに働いたことでシナリオが狂った。豪ドルは０．７５ドル台前半から始まっ

たが、週の半ばになって０．７７ドル台まで上昇、一旦１００ポイント反落したが、 

昨日再び０．７７ドル台まで戻している。豪ドルの上昇は、原油価格の上昇や中国経

済の後退懸念が少し緩和されてきたことが影響した。１０８円前後で取引が始まった

ドル円は、週明けの東京市場でいきなり１０７円台中盤付近まで円買いが進み、これ

で今週もドルの上値は重くなったとの見方とは裏腹に、昨日までに１０９円台中盤ま

で円売りが進んだ。ドル円にも原油価格の改善が効いているが、市場のリスクセンチ

メントに変化が出始めたのも影響している。今週の変化がそのまま継続か一時的な

ものに留まるのか、Ｇ２０の成り行き、米連邦公開市場委員会（ＦＯＭＣ）や日銀の金

融政策決定会合の行方がいよいよ重要になって来た。 
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